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を使って Pを表現するとき，Xについて認識される Pと Yの内容に「差がない」ということに
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と，ほぼ共通の 3種類の用法（I. 他のものと同様；II. 過去の状態と同様；III. 予想通り）があ
るが，分かれるのは 4番目の用法説明である。それを 4種類にまとめている。すなわち，VI-A
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なるという表現の「案の定」に como se pensaba（se imaginaba）「（直訳）人が考えた・想像し
たように / 考えられた・想像されたように」が（白水社），発話者の「予想どおり」の表現に
（tal）como se esperaba「（直訳）人が予測したように / 予測されたように」が（小学館），発
話者の「思った通り」の表現に como era de esperar [prever]「（直訳）予測するべきであった










西辞書の白水社なら「それでも」a pesar de ello，三省堂なら「たとえそうでも」aún así, incluso 
así, así y todo;「それでもなお」todavía;「それにもかかわらず」a pesar de todo などである。ヤ
ハリの譲歩の意味は，国語辞書を調べた加藤（1998）の検討結果には含まれていない（1.2.1.）。
三好　準之助







2.1.1. Gutiérrez Cuadrado 
たとえばGutiérrez Cuadrado の辞書（1996）では，その機能と意味が次のように解説されて
いる。まず，形容詞として同等比較を表現する。
1. 性質・量・質がほかのものと同じであることを表す。Tiene cuatro camisas iguales a las 
mías.「（彼は）私のと同じシャツを 4枚持っている」。
2. 「瓜二つ」の意味を表す。Esa niña es igual que su madre.「あの女の子は母親と瓜二つだ」。
以下，形容詞の語義 3, 4, 5 は省略する。6が男女名詞，7, 8, 9 が男性名詞である。そして，副
詞として次の 3種類の語義が挙げられている。
10. （口語）「おなじように」（‘igualmente’）。形容詞の副詞的用法。
11. （口語）「おそらく，たぶん」（‘quizá’, ‘a lo mejor’）。Igual aparezco por allí esta noche.「私
はおそらく今夜その辺に姿を見せるよ」。
12. （南アメリカの用法）「それでも，どんなことがあっても」（‘a pesar de todo’）。
2.1.2. Lucena Cayuela 
スペインとスペイン系アメリカのスペイン語を対象にする Lucena Cayuela（2002）の辞書で
は，語義の 8, 9, 10 に副詞の 3種類の意味が提示されている。
8. 副詞。明示されていたり暗示されたりする複数の項の間の同等や等価の関係を指す。数字
や数量などを比較するのに使われるが，状態・行為などを対置するのにも使われる。en privado 
no se comporta igual que en público「人は，私的には公的と同じように振る舞わない」；estos 
tres relojes cuestan igual「この 3種類の時計は同じ値段である」；todo lo han hecho igual「す
べてが同じように行なわれた」。
9. 口語的。主張されることを確実ではないが可能であると考える，ということを指す。si 
llueve, igual voy al cine「雨が降れば，おそらく私は映画に行く」；igual ya lo ha hecho y aún 
no lo sabemos「おそらく彼はそれをしただろうが，私たちはまだそのことを知らない」；―Quizá 
tiene razón. ―Igual sí 「たぶん彼が正しい」「おそらくそうだ（ろう）」。注意：常に文頭に置く。
同義語：quizá（「おそらく」）。
日本語の「やはり」とスペイン語の igual の譲歩表現
ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA HUMANITIES SERIES No. 50
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS MARCH 2017
117
10. 口語的。障害が現れていても何かが実行されることを指す。aunque no tenga ganas, igual 
iré mañana a su cumpleaños「気は進まないが，それでも明日，彼の誕生日パーティーに行くつ
もりだ」；no te empecines en decir que no, porque igual tendrás que hacer los deberes「いや
だと言い張るな。というのも，それでも君は宿題をしなくてはならないだろうから」；no vale la 
pena quejarse, porque el examen lo haremos igual「不平を言っても仕方がない。試験はそれで
も受けるのだから」。





10. 様態の副詞。「同じ方法で，同じように」（‘de la misma manera’）。
11. アルゼンチンとウルグァイ。「それでも，どんなことがあっても」（‘a pesar de todo’），「と
はいえ，それにもかかわらず」（‘no obstante’）。Aunque mañana llueva igual salimos de paseo.
「明日，雨が降っても，私たちはそれでも散歩に出ます」。
12. 疑いの副詞。口語用法。「おそらく・たぶん」（‘quizá’）。Igual mañana nieva.「おそらく明
日は雪が降る」。
アカデミアの辞書の 23 版（2014）では，記述に少しの違いがある。第 10 語義と第 12 語義は
まったく同じであるが，第 11 語義では使用地域の指定が削除されている 6）。ところが，同辞書
の 1956 年に出版された 18 版では，副詞としての語義がひとつも見当たらない。これらの 2種





本稿の 2.1. で示されているように，副詞の igual には 3種類の用法がある。用法 I（本稿では
igual-I と呼ぶ）：「同じ方法で，同じように」（‘de la misma manera’）（アカデミアの第 10 語義）；
用法 II（igual-II）：「おそらく，たぶん」（‘quizá’）（アカデミアの第 12 語義）；用法 III（igual-
III）：「それでも，どんなことがあっても」（‘a pesar de todo’），「とはいえ，それにもかかわら
ず」（‘no obstante’）（アカデミアの第 11 語義）である。筆者は，本来的に同等の比較表現をす
る igual-I が，推測の igual-II や譲歩の igual-III に語義拡張したのであろうと仮定している。
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2.2.1. igual-I








と同じように歌う」という例文 1b になり，igual を de la misma manera に置きかえると例文 1c
のようになって，1b と同義の同等比較表現になる 8）。
1a. La niña canta igual.
1b. La niña canta igual que antes. 
1c. La niña canta de la misma manera que antes.
2.2.2. igual-II
では，「おそらく，たぶん」（‘quizá’）という igual-II の語義はどのようにして生まれたのであ
ろうか。『新スペイン文法』（NGLE: 45.9i）9） によれば，基準項との同一性を表現する igual は，
その比較内容として蓋然性（確率）も想定されうる。その用法は，たとえば例文 2の表現に見
られる。
2. Igual puede ser la guerrilla que el Ejército「（その集団は）軍隊にもなるしゲリラにもな
る（同一の蓋然性がある）」




3. Igual puede ser la guerrilla.「（その集団は）（軍隊になるのと）同じ確率でゲリラにもな
る」
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になる。Martín Zorraquino（2011: 401）はこの解釈に言及しつつ，この疑いの副詞 igual は焦
点表示の副詞として働いている，と指摘している。
またMatte Bon（2005: 259）も同じように，口語で直説法動詞の前で使われる igual の使用
は，話し手が，可能ではあるが蓋然性は低いと考える出来事を，あらゆる可能性を考えている
ということを示すために採用する方略である，としている。





4. Igual vendrá Juan mañana.「たぶん，ホアンは明日来るだろう」





別の例文を出して，筆者の仮説を説明しよう。Di Tullio（2012: 100）は，igual-II はスペイン
で使われる疑いの副詞であるとして，例文 6を提示している。筆者はその後半の文が例文 7の
ような同等比較の構文から生まれたのだと考える。
6. Está lloviendo a cántaros. Igual <‘tal vez’> no vamos a la fiesta.
「土砂降りの雨である。（私たちは）おそらくパーティーに行かない」
7. No vamos a la fiesta X（‘está lloviendo’）igual que Y（en todos los demás casos posibles）.
「（私たちは）X（雨が降っている）の場合，Yの場合（その他のあらゆる可能な場合）と
同じ確率で，パーティーに行かない」







比較される第 1項 Xは Pの成立に関わる情報であるが，4では Pに含まれるmañana「明日」で
あり，6では先行文脈の情報「土砂降りの雨」である。第 1項 Xは Pの文中に現れることもあ
り（例文 4），現れないこともある（例文 6）。igual が推測の意味を表現するときの意味の成立
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に関する筆者の仮説に従えば，igual-II の表現形式は，「Xでは igual（＝ Yと同じ確率で）Pで
ある」になろう。そしてXの情報は，Pの実現と矛盾していない。
筆者の解釈では，ヤハリの表現形式は「Xではヤハリ（＝Yと同じく）Pである」であった
（1.1.2.）。比較の第 1項 Xを含む現実の状況 Pが，比較の基準項Yが意味する内容と同じである
ことを表現する。ヤハリは「Xのときに認識される P［現実の状況］がY＝「話し手の観念」
と同じ内容であること」を表現するのに対して，「Xでは igual（＝ Yと同じ確率で）Pである」
という igual-II では，「XのときY＝［全ての状況］と同じ確率で Pが起こること」を表現して
いる 12）。ヤハリはY（話し手の観念）を含んでいて Pがそれと同じ内容であることを表現し，
igual-II は Y（全ての状況）を暗示していて Pがそれと同じ確率で起こることを表現している。
2.2.3. igual-III
igual の用法 III（igual-III）は「それでも，どんなことがあっても」（‘a pesar de todo’），「と
はいえ，それにもかかわらず」（‘no obstante’）という譲歩の意味を表現する。
Di Tullio（2012: 100）は igual-III を「アルゼンチンのスペイン語に見られる譲歩表現の小辞」
として扱い，その典型的な使い方として用例 8を提示している。そして，譲歩の意味を表現し
ているので，譲歩の対象になる概念が先行文脈に存在しなくてはならないが，それゆえこの用
法の igual は談話の始点の位置を占めることができないし，igual-II と同様，比較の基準項は省
略されている，と観察している。
8. Está lloviendo a cántaros. Igual <‘aun así’> vamos a la fiesta. 「土砂降りの雨である。
私たちはそれでもパーティーに行く」
すなわち，比較表現の第 1項（X）に相当する情報は先行文脈のなかにあり，第 2項（基準









あるから，no-X と言い換えることができる。そうすると 9は 9’ のように言い換えられる。
9’. Vamos a la fiesta X（‘está lloviendo’）igual que no-X（‘no llueve’）.「私たちはX（雨が
降っている）の場合，no-X の場合（雨が降らない場合）と同じ確率で，パーティーに行く」
ただし，igual の同一の蓋然性を比較内容にする igual-III は，igual を含む文の内容「我々は
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パーティーに行く」がXの概念「雨が降っている」と常識的に矛盾している場合に成立する。
Di Tullio（2012: 101）は igual-III が文脈依存度の高い使い方であると論じている。先行文脈
にigualを含む文の内容と常識的に矛盾する情報がなければ成立しないからである。そしてその
矛盾する情報は，たとえばDi Tullio の次の 3例では，以下のように見られる。
10. Aunque está lloviendo a cántaros, igual vamos a la fiesta.「土砂降りの雨ではあるが，
私たちはそれでもパーティーに行く」
11. Corregí varias veces el trabajo, pero igual no se entiende.「私はその仕事を何度も正し
てやった。しかしそれでも理解してくれない」
12. ¡Qué desastre! Corregí varias veces el trabajo; e igual no se entiende.「なんてことだ！ 
私はその仕事を何度も正してやった。そしてそれでも理解してくれない」
筆者は次のように仮定する。譲歩の意味を表現する igual-III では，igual-II と同じように比較
の基準項（第 2項，Y）は igual が暗示していて，文面に現れない。そして比較される第 1項 X
は先行文脈の情報である 13）。譲歩の意味が成立するには，上述のように，先行文脈の情報Xは，
igual とともに表現される文 Pの概念と常識的に矛盾する情報でなければならない。
igual-II の表現形式は「Xでは igual（＝ Yと同じ確率で）Pである」であった。そしてXの
概念は Pの成立と矛盾しない（2.2.2.）。他方，igual が譲歩の意味を表現する igual-III の表現形
式は，その意味の成立に関する筆者の仮説に従えば，igual-II と同じく「Xでは igual（＝ Yと
同じ確率で）Pである」だが，譲歩の意味が成立するには，Xの概念は Pの成立と矛盾するこ














者が参照したのは文庫版で，本文 369 頁）の igual / Igual を CREAで検索し，日本語版（本文
三好　準之助
京都産業大学論集 人文科学系列　第 50 号　平成 29 年 3 月
122
440 頁）の訳文も参考にしながらこの副詞の使い方を検討してみた。
CREAによれば，スペイン語版では igual が 90 回使われている（igual の語形で 62 回，Igual
の語形で 28 回）。本文と訳文を手掛かりにして igual-III を探したら，筆者の検討では 90 例のう
ちの 19 例がこの用法であった（igual の語形で 13 回，Igual の語形で 6回）。たとえば，
13. Después perdimos, je, pero igual fue todo muy lindo.15）
「（そんなことを思っていたら）結局，僕らは負けたけど，それでもとても楽しかったよ」
14. estaba preocupado, muy dolorido, pero igual iba a jugar;16）
「とても不安だったし痛かったけど，プレーするつもりだった」
15. Sí, no me dejaba hablar con un periodista especial, José María García, que lo criticaba 
mucho a él. Yo igual hablaba, con García,17）
「そう，ホセ・マリア・ガルシアという，ヌニェスを批判ばかりしていた記者とだけは話す
なと命じられたんだ。それでも僕はしゃべったよ。ガルシアとも，」
16. pero yo en ese momento no entendía razones. Igual yo viví el mundial como un 
argentino más18）.「そのときは理由がちっともわからなかった。それでも僕は，あのワール
ドカップをひとりのアルゼンチン人として楽しんだよ」




ある igual-I「同じように」に相当すると思われる使い方が，8例で見られた（例文 17 のように
igual の語形で 1例，18 のように Igual の語形で 7例）。日本語版では「いずれにせよ」や「い
ずれにしろ」と訳されている 20）。たとえば次の 2例である。
17. porque perdimos por penales... Pero igual, estábamos en la lucha grande.21）「PK戦で負
けてしまったからね。でもいずれにせよ，ビッグなタイトルを狙っていたんだ」
18. Igual la bronca recién se me fue dos días después,22）
「いずれにしろ怒りがおさまったのは二日後［...］のことだった」
「いずれにしろ」のように訳されている場合には，先行文脈に譲歩の対象となる情報が含まれ
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本稿の 2.2.3. で明らかになったように，igual- III が表現している意味は譲歩であり，「それで
も」などの日本語に相当する。この用法は，方言的ではあるものの（2.1.3.），同等比較を表現す
る igual が，igual を含む文の内容と文脈の先行情報とが常識的に矛盾するときに成立する。辞
書にも登録されているこの igual- III の語義の成立については，筆者は仮定的に一応の説明を試
みた。ここで，2.2.3. で提示された以下の 3種類の例文を，上記の［C：Bと矛盾する内容の先
行情報＋副詞＋B］という表現形式に照らして検討してみよう。
10. Aunque está lloviendo a cántaros, igual vamos a la fiesta.「土砂降りの雨ではあるが，
私たちはそれでもパーティーに行く」
11. Corregí varias veces el trabajo, pero igual no se entiende.「私はその仕事を何度も正し
てやった。しかしそれでも理解してくれない」
12. ¡Qué desastre! Corregí varias veces el trabajo; e igual no se entiende.「なんてことだ！ 
私はその仕事を何度も正してやった。そしてそれでも理解してくれない」
10 なら［C：Bと矛盾する内容の先行情報（土砂降りの雨）＋ igual ＋ B（パーティーに行
く）］に，11 なら［C：Bと矛盾する内容の先行情報（何度もの訂正）＋ igual ＋ B（理解され
ない）］に，12 なら［C：Bと矛盾する内容の先行情報（何度もの訂正）＋ igual ＋ B（理解さ
れない）］になるであろう。
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さらにこれらの例文を，筆者が提案する igual-III の表現形式「Xでは igual（＝ Yと同じ確率
で）Pである」で説明すれば，10 なら［X：Pと矛盾する内容の先行情報（土砂降りの雨）＋
igual（＝ Yと同じ確率で）＋ P（パーティーに行く）］に，11 なら［X：Pと矛盾する内容の先
行情報（何度もの訂正）＋ igual（＝ Yと同じ確率で）＋ P（理解されない）］に，12 なら［X：
Pと矛盾する内容の先行情報（何度もの訂正）＋ igual（＝ Yと同じ確率で）＋ P（理解されな
い）］になるであろう。表現形式の内部で譲歩の意味が生まれている。
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igual は 3 種類の意味を表現するが（2.1.），譲歩の意味の igual-III の表現形式は，igual を含む
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とえばヘボンの『和英語林集成』（[1886] 1980: 730）が考えられる。ヘボンではヤハリに Still, 


















6）さらに例文には igual の前にコンマが置かれている（Aunque mañana llueva, igual salimos de paseo）。




10）文副詞としての igual は，動詞の前に置かれるという条件がある。DPDD（2005: 352）は，この場合





13）それゆえDi Tullio（2012: 100）は igual-III のときXもYも省略されていると考えている。筆者もそ
のように考えるが，Yは igual によって暗示されていると仮定する。
14）ただし igual-III の場合には，問題になる確率は疑いの意味を表現することはない。
15）CREA版 24 頁，文庫版 29 頁，日本語版 27 頁。訳文は日本語版のもの。
16）上記の注 15 と同じく，177, 211, 247-8。
17）注 15 と同じく，78, 95, 108。
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形で，副詞的に）幾つかの条件はつくが，どれをとったとしても。どちらにしても」と定義されてい
る。この比較表現は，スペイン語なら tanto X como Y「XのときもYのときも（同じように）」に
相当する。X igual que Y「Yの場合と同じくXの場合に」とは異なり，比較の 2項を同時に考慮し




21）注 15 と同じく，90, 109, 126。
22）注 15 と同じく，37, 44, 45。







igual については本稿の 2.1. で口語用法の指摘がみられる。
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Concession expressed by Japanese 
YAHARI and Spanish igual
Jun-nosuke MIYOSHI
Abstract
The adverb YAHARI in Japanese means ‘as before’, ‘like the rest’, etc., and these meanings can be re-
lated to the comparative expression of equality. In Japanese dictionaries we can find several meanings of 
equality, and in Japanese and occidental language dictionaries we can find these and the meaning of con-
cession as well. On the other hand, Spanish word igual is originally an adjective that expresses the mean-
ing of equality, and has extended his grammatical function to adverb, expressing the meaning of conjec-
ture ‘perhaps’, and that of concession. We endeavor in this article to compare the similarity and the 
difference in expressing concession between these two adverbs, YAHARI and igual. We conclude that in 
both cases the meaning of concession can be expressed thanks to a special contextual meaning, that YA-
HARI itself does not have the meaning of concession, and that igual can express this meaning as one of 
his own meanings.
Keywords: YAHARI, igual, concession, expression form, contextual meaning
